
今後の保育制度の姿（案）  

第21回（H20．12．16）に提示した「新たな保育の仕組み」案からの変更点  

（変更点：下線部分）   



新たな保育の仕組み  

（「サービス保障の強化等＋財源確保」案）  

○ 量の拡充や、多様なニーズヘの対応が進まないのは、財源  

が不十分であるだけでなく、制度に起因する問題もある。  

○ 財源確保とともに、現行制度について必要な改革を行うべ  

き。  

保育制度のあり方に関  

する基本的考え方  

※以下を追記。  
○制 章  

じたすべての子どもの健 や力、な看らの支援を基本とすべき‖  
潮、  
一旦1必鼠侵さnた「呈上也拡允丑山空てあり、モしりたム坤熊プロ？ラ  

△重題＿蓋え脚〝   

○髄ら亘」義理国辺僅扁童必要と  
亘る宣脚払Ⅳ遭健や訟星最盛  腿」J未来へ弧  
三象り、保育の保障のた弧」王政上と岨ユ1主民」こ皇近な蓮根  
果たす役割∵量J王l孟左量凰艶選鑑堤ととj邑にゝ旦∴地二亘皇通  過量n  

；l  

1保育の必要性等の判断  

（1）基本的仕組  ○ 市町村が、   

① 保育の必要性・量   

② 優先的に利用確保されるべき子ども（母子家庭、虐待等）か   

どうか   

を判断。  

※働定とは独   

立＿し三呈雌至芸施L  

※以下のように修正  

堂戯m、M受入箆堤毒鋲塑決定と堤独立   
して判敬重芙施」」宣塑呂辺認慮義朗虞萱交昆亘るとと已に」   
認定者の登録管理、脚 ＼かわらず   

蔓剋廷泣1董1に像る債戟   
鼠泰亘短う」±腰ぁと二軋急1J  

働こ必要性が判断された．   
王と跳瀾劃ユ急こと空で量る地位を位皇L   
（例外ないイ某育保障）  

※以下を追記。  
※母子家庭等については、優先的な利用確保その他配慮が必要。   

二L呈盟白鮎：必要性地象鎧旛  
付与により、需要も明確化r〕   

※ 保育所に応諾義務（正当な理由なく拒んではならない）と、  

優先的に利用確保されるべき子どもの優先受入義務  



1保育の必要性等の判断（続き）  

新たな保育の仕組み  （案）   

（「サービス保障の強化等＋財源確保」案）  

（3）判断基準  ○ 就労を理由とするものについては、以下のとおり整理。   ※保育対象範囲と修正。  

の内容   ・短時間就労者に対しても就労量に応じた必要量を判断。   

（給仕対象範囲）   ・昼間の保育を基本としつつ、早朝・夜間など時間帯にかかわらず必要  
量を判断。  

・求職者に対しても必要性を認める。  

○就労以外の事由（同居親族の介護、保護者の疾病・障害等、虐待事  
例等）についても保障。  

○同居親族の有無を問わず必要性を認める。  

○専業主婦家庭に対してもー定量の一時預かりを保障。  

※優先的に利用確保すべき子ども（母子家庭、虐待事例等）  
に加え、需要が供給を上回る地域における対象者間（例：フル  
タイム勤務者と短時間勤務者）の優先度の判断の必要性の有  

無・方法等についてさらに検討。  

※杢定刻塵剋魔と修正。  

ついて、フルタイム利用と受け皿を別とするかどうかは、基本  
的に個々の事業者の判断と考えられるが、新たな給付類型を設  
けるかどうかさらに検討。  

※以下を追記。  

など定期的利用とは、別の受け皿とすることを基本とし、一時  ※兄弟姉妹のいる場合に対する配慮について、ニースを踏まえ、さら  
預かりとして保障。   Jこ塩≡立  

※保護者が非就労である障害児については、障害者施策との  
関係も含め、さらに検討。  

※「給付上限量」を上屋遅土限量」と修正。  

※以下のように修正  

○ 利用者ごとに、保障上限量（時間）を、例えば週当たり2～3区   
分程度を見単位で判断。   

○ 働き方の見直しが同時に進められるべきであることを踏まえ、就   
労時間と通勤に要する時間、また」重＿豊玉の生活の連続性等に配慮   
』左遷辺査堤毒窒i亘う観点を考慮し、さらに検討。  

（4）給仕土限量  

○ 利用者ごとに、給仕土限量（時間）を、例えば過当たり2～   
3区分程度で判断。   

○ 働き方の見直しが同時に進められるべきであることを踏まえ、   
就労時間と通勤に要する時間を考慮し、さらに検討。   

※ 当該時間を超える利用（超過勤務等に伴う利用）に対する財   

政支援のあり方についてはさらに検討。  

※ 絵一仕土盟量を超える利用に一定の支援を行う場合、働き方の   

見直しの観点も踏まえ、負担のあり方を併せて検討。  
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1保育の必要性等の判断（続き）  

新たな保育の仕組み  （案）   

（「サービス保障の強化等十財源確保」案）  

（5）優先的に利用  ○ 優先的に利用確保されるべき子ども（母子家庭・虐待事例  

確保されるべき  等）については、市町村が保育の必要性・量の判断と併せ、優  

子どものための  先度を判断。   

仕組み   
○保育所に、応諾義務（正当な理由なく利用を拒んではならな  

い）を課すとともに、優先的に利用確保されるべき子どもから、  
受入れを行う優先受入義務を課す。  

○虐待事例など、保護者の自発的な利用申込みが期待できない  
ケースについては、市町村が保育の利用申込みの勧奨等により  
意思決定を補佐するとともに、必要な場合は児童養護施設等へ  
の措置を実施。  

（こうした市町村としての公的関与の中で、虐待事例等につい  
て、関係機関が連携する市町村の支援のネットワークに適切に  
つないでいく仕組みが必要。）  

※低所得者、障害などを理由に、事業者の不適切な選別により、  
サービス利用ができなくなることがないよう、公正な選考を保  
障する仕組みについて、さらに検討。  

※優先的に利用確保されるべき子どもが緊急的に生じた場合の  
受け皿の確保策についてさらに検討。  

『  



2保育提供の仕み 
（案） 

（「サ＿保」案， 

※以下のように修正。  

0 豊艶迫に必要性変革岨巨さ担た王どもについ工、公的保青竜受ロ   

ること∠空でさる地位皇位与。 し例外在ら1蛋の確保された公的保   

毒但1墓但量⊥   

G⊥私設軋こ促音を必要土亘る壬ども！こ蛋（功違促された公白勺堤告   

か、毒真上こ保障されるための裏地責軌以下の内富）を5去制度上吉男   

互」  
∴一三血」二三≡註ユ址豊てニュゴ止』三山三上こ宣 長二1⊥こ」喪己心   

像された公眉勺保毒整受口ることガニ∈きる題位を付与（、軋外ない   

賀の確保された公弧呈詠出剋監L」  

三r旦の踵保王払た公朗僅毒のj是供座剃確保毒磨し保霞の払要性   

塑亘忍定量受け⊇皇重こ五数量勘霊しし望」嵐誼塵β）遠足二芙缶等重   

通じし邑芙lこ星の確保呈出左公朗保毒空煤塵しうるた」了の地建   

せ〕温倶基盤互聖i紅亘づき量挽。jたユ最低墓室・促音主旨針等に   

廃る追導二監豊、盟」j宣の芸左鮎鼓と  

旦▼剋鼠喜劇日周過監利用者と」某寛政における円j見な公   

∃別呆毒雲屋地軸五及ヱ♪履缶tこ関する支援1  

⊥提言の費用の支払い義盛  

（1）利用保障の   

基本的仕組み  
G茎観良立」エ必要」生地艶三才した畳」主、受給撞丘捌戯運上仕皇．   

a長上吐出上こ僅喜の費．監剣温吐義塵や」塑埋旦ヨ星鮭基盤旦整備是   

直筆を通じた選俵屋二軌整儀畳佳堂私見支度＿（旦」周題整董1から   

なる真施責任互譲す 
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○ 施設整備費（減価償却費）については、運営費に相当額を   
上乗せを検討。  

a集史的生整偲旦促進ヱる土め里親助旦塵適期間にお仕る   
改修量用量の補助は絶］孟」  

（2）NPO法人   

等に対する   

施設整備補助  

※以下のように修正。  
ただ』一纂空白旦豆聖腐空足進亘るため塾頭助やし経過艶聞」三金口   

の補跳  
る改修費用等  

○ 他制度の例も参考に見直し。  

※ 社会福祉法人会計基準の適用については、指導監督の適切   
性が確保できるかどうか等の観点も含め、引き続き検討。  

※ 株式配当の可否等について、事業運営の安定性確保、保育   

事業以外への資金の流出の妥当性等の観点も含めさらに慎重   

に検討。  

※ 保育士の処遇へ与える影響について、さらに検討が必要。  

（3）運営費の   

使途制限  

○ 突然の撤退等により子どもの保育の確保が困難となること   

がないような措置（指定の際の基準のあり方、公的関与のあ   
り方、事業者に対する監査のあり方等）について、さらに検   
討。   

○ また、公費による給付の適正性を確保するための方策のあ   
り方についても、併せて、さらに検討する必要がある。  

（4）多様な提供主体の  

参入や、量の抜本的  
拡充に際しての  

「質」の担保・指導  
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4 最低基準、5 責用設定、6 給付方式  

※以下のように修正  

「6 費用の支払邑己法  
○憾   

酬の定める基準の下、   
盟渥上二う 強温室る市町村において行うものとする 

○卿（子と   
も〕㈲ 未納があっても子 と五   
の保育が確保され良よ主」孟た、保竃所における徴収事務体制が   
なしlこと簑！a三雲愚生臣監蓋え」具体朗な五簑上西型1杢1とi呈毒所必呈   

割簑⊥窒さ卓丘怯主立n  

6 給付方法  

（複軌走去L  
潮筏を負i企」実務上は市町   
村が保育所に対して支払い汀酬＝こ応   
上土巣二庖設掛盈」   

牒は、＿保育所が行うことを基本（としつつ」こ未納か   

あ乏工も王ども亀鑑貴逝魔握さ吐息よう⊥圭土真美畳二＞」星影   

誓！三配慮ヒた五簑上菟」弧村里閻圭葦⊥互亘ら！主腹芸も  
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※以下のように修正。  

「子どもの最善の利益を保障し、子どもの  
健やかな育らを支援するため、保育を直接  
受ける子どもの視点をいかに担保できるか  

という視点に立ら、新しい保育所保育指艶  

。  

その上で～（以下略）。」  

○ 子どもの最善の利益を保障し、子どもの健やかな育ちを支援するため、保育を直接受   
ける子どもの視点をいかに担保できるかという視点に立って、保育の質の維持・向上を   
図っていくことが必要。   

その上で、保育の質を考える上では、子どもとともに親が成長することの支援、子ど   
もと親が地域社会とのつながりを強める場としての機能、保護者と保育所がともに子ど   
ものことを考与る環境、保護者の満足感等の視点も重要。  

○ 認可保育所は、保育を必要とする子どもの健やかな育ちを支援する場の要であり、今   
後とも、その「質」を確保しながら「量」の拡充を図っていくことが必要。  

○ 親支援の必要性、障害児の受け入れの増加、一人親家庭の増加等、家庭環境の変化等   
に伴って保育所に求められる役割や、専門性の高まり等に対応した保育の質の向上（職   
員配置、保育士の処遇、専門性の確保等）について、財源確保と併せさらに検談   
※ 保育の実施に責任を有する市町村が保育所の質の確保のために取り組むことや   

第三者評価も含めた各保育所の運営の検証，評価の取組を進めることなども重要。   
※ 保育の質の維持・向上のためには、行政による監査の徹底・強化、保育士と子ども   

との間の安定的関係の観点から離職率といった点を把握・点検できる仕組み、保育士   
の職場環境が変わる中実際の保育現場で実践できる保育士の育成・研修、保育±の   
特性と能力を最大限発揮するための職場のマネジメントなども重要。   

○ 施設長や保育士に対する研修の制度的保障の強化や、実務経験と研修受講を通じてス   
テップアップが図れる仕組み（専門性ある保育士や、現場の保育士を指導助言する役割   
など）について、また、研修の受講を可能とするためにも配置基準の見直しについて、   
艶j盈鮎と」差せ皇らに腹鼓」  

○ さらに、実務経験と研修受講を通じステップアップした者の配置に関しては、絵」土⊆   
a吐三選適する等により、処遇改善を併せて進めていくことについて、財源確保土佐坐   
さ＿ら」三途証。▼   

※ 量の抜本的拡充を進めるに当たり必要な保育士の計画的養成につき、さらに検討。   
※ 研修の制度的保障の強化に当たっては、認可保育所のみならず、認可外保育施設ま   

で含め、地域内のすべての保育従事者に対して行うものとする方向で、さらに検討。  

保育の質の具体  

的向上  

こ言羊細劉軋⊥と  

盈凰呈とと五に出に註屋旺検証」と  

※［費用の支払いにおいて評価⊥と修正。  

氾羊網引英討n」 と   



8 認可外保育施設の質の引上げ  

※「要員」⊇支払し1盟主l象」と修正。  ○ 最低基準を満たした施設を絵止丑＿象とすることを基本。  

○ 認可外保育施設を現に利用している子どもを含め、すべて   
の子どもに健やかな育ちを保障する観点から、最低基準への   
到達に向け、一定水準以上の施設に対して、一定期間の経過   

的な財政支援（最低基準到達支援）が必要。  

※ どの水準の施設まで経過的な最低基準到達支援の対象とす   

るかはさらに検討。  

※ 無資格の従事者が業務に従事しながら資格取得を図れる仕   

組みを含め、認可外保育施設の従事者に対する研修のあり方   

等をさらに検討。  

※ 最低基準を満たす保育の量の拡充や、認可外保育施設の経   
過的な最低基準到達支援を行ってもなお、給付対象サービス   

のみでは需要を満たし得ない地域における利用者間の公平性   

の確保の方法については、さらに検討。   

○ 認可外保育施設の質の確保・向上に向けて、都道府県の指   
導監督の強化とともに、   

地域内のすべての保育従事者を対象とした研修の実施や、地   

域内の認可保育所や子育て支援に関わる者とのネットワーク   

形成など、市町村と連携した取組をさらに検討。   

認可外保育施設の質の  

引き上げ  
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9 地域の保育機能の維持・向上  

新たな保育の仕組み  （案）   

（「サービス保障の強化等＋財源確保」案）  

小規模サービス   ○ 家庭的保育r保育ママ1事業に加え、新たな小規模保育サービス類  ※以下のように修正。   

類型の創設   聖長創誇 る迩より 人旦減少地域における生さ 麺での   人口減／少加工或における午活圏壬或での俣胃機能の継続的維持を  

畳扱能但鹿足を匡】る」．」澄必畳屋基塗豊臣⊇リ工蛙」呈ら」三鷹   
立」⊥＿＿   

a墓庭朗イ育（保育ママ）事丘狙えL観た星山規擾堤毒旦二と  

一三組   
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10 多様な保育サービス  

※2（1）・3（1）に準じて修正。  
○ 保育のサービス保障の基本的な仕組み   

が以下のとおり。  

「華甲的モニや要性タさ判甲声平た軍l〒、  

休日保育  

夜間保育  

受給権を例外なく付与（保育の給付義務）   

市町村に保育の費用の給付義務や、地域の提供基盤の整備  
計画等を通じた提供体制整備責任や利用調整等の支援からな  

る実施責任を課す0 」＝コ7  

○ 曜日や時間帯を問わず、個人に必要な保育量が認められ、   
受給権が付与される仕組み。（裁量性のない指定制。）   

・を和親畳姐阻迦ゝ，孟夏虹分逝⊥て⊥＼るこ上⊆か－左し塑塾、長   
町塵寸〔ニ去る託旦出を基盤整備型仕組董卓さらJ；媛証」  

※ 児童人口が少ない等により、市町村単位では需要がまとま   
らない地域における実施方法について、さらに検討。  

※ 夜間保育については、その特性を踏まえ、必要な基準等に   
ついて、さらに検討。   

※以下のように修正。   
潤しノてし＼るためlこ、各保育所単位で   
二ニスに匁血豆ることに且胆毘企及ることかソ≡し市旦珪寸にM、   
星の確保亘れた公自生保毒但僅陸免責路の二貫としてL計画助な基盤   

を行う什組み斉さらに検討「  

○ 基本的枠組みは休日・夜間保育と同じ。  

（就労量に応じ、保育の必要量が認められることに伴い、連続   
的にサービス保障がなされる。）  

○ 延長保育については、利用者ごとに、給血土凰量（時間）   
を、例えば過当たり2～3区分程度で判断。働き方の見直し   
が同時に進められるべきであることを踏まえ、就労時間と通   
勤に要する時間を考慮し、さらに検討。  

延長保育  

特定保育  

※以下のように修正  

○ 延長保育については、利用者ごとに、保障上眼量（時間）を、  
例えば過当たり2～3区分程度室員里位で判断。  

○ 働き方の見直しが同時に進められるべきであることを踏まえ、  
就労時間と通勤に要する時間」蓋た、子どもの生活の連続性等に  
配慮した運辺な保養亘iiう屋昆虫を考慮し、さらに検討。  

※ 当該時間を超える利用（超過勤務等に伴う利用）に対する   

財政支援のあり方についてはさらに検討。  

※ 延長保育利用者が少ない場合に、ファミリサポートセン   
ター等を含め、子どもにどのように最適な保育を提供してい   
くか、さらに検討。  

※ 給仕土胆量を超える利用に一定の支援を行う場合、働き方の見   

直しの観点も踏まえ、負担のあり方を併せて検討。  

※保障上阻量と修正。  
11．   



10 多様な保育サービス（続き）・11情報公表・評価の仕組み  

○ 事業者参入に閲し、裁量性のない指定制を導入。  
○ 実績を評価しつつ、安定的運営も配慮した給付設定を行う   

藻働進め‾てし、く必墓」   

※ 子どもの健康・安全が確保される水準の保障とともに、利   
用しやすい多様なサービスの量の拡充に向けた仕組みをさら   
に検討。  

病児・病後児  

保育  
以下のように修正  
璧－〔痘児二脱正に際して広ゝ＿王ども重視点三旗鼠を進   

やるこ．こつ＼心霊て方り、圃主巧の見直しき同時に進けていく心霊」  

『  

○ 利用者のより良い選択、情報の公表を通じたサービスの質   
の確保・向上等に向け、職員の雇用形態や経験年数等を含め   

サービスの質に関する一定の情幸酎こついて、事業者自身によ   

る情報公表の仕組みとともに、公的主体が事業者からの情報   

を集約して、客観的にわかりやすく情報提供する仕組みを制   
度的に位置づけ、具体化していくことを検討  

情報公表・評価の仕組  

み  

以下を追記。  
※ 保育の情報公表の什掴みの里   

姐去長つい‾こ」亘らに検言‡L  

呉引こ際しては、琴の確保さ  
ことって明石引こ判別できるた  

以下のように修正  
∈し一崖＿音庚爆音捉墨土上こ盈旦込ま岨星毒」塑包整等辺自己謡価の毒害   

な推進が重要で虚盟」その際、より良い自己評価のためlこ薫義を   
についても、脚仕組   

声する第三者評価  み三あnL＿設鹿妻艶願の水茎j塑包土空言型面題目剋方⊥受憲促進  型左藁葺 

）」去旦塞効ある剋度と亘るよう1さらl≡▼挨主監   

○潤   
価機関の水準の向上や 価項目のあり方 

促進の方策等、より実効ある制度となるよう、さらに検討。  



新たな保育の仕組み  
（「サービス保障の強化等＋財源確保」案）  

11 今後の検討  ※以下を新規記載。   

e′定義L†巌た星僅差！塑1±組み」（塑鱈泣過委呈におLlて堤1堤喜  

劇後のさらなる検討  

塊≡堤、通覧墓易重量感立ながら検証空進遡るこさき三あ   

る」  

q」呈毒岸里の軽遡（緩阜日ユ畳芸現す乍き。  

二、定員五山呈喜里塵し且呈貞里凰j皇維］茸耳へ童〕   

牒皇」  

∵1保責堕迫し芝垣問ユ、と鼠鋲！昼間し11』毒閏〕の秀離の問題  
にコ上⊥こ∑主主立旦＿ゝき⊥   

牒カ、らくる市町村の  

遡題超真の腰題を埋言動己  
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